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ブックスタート経験が保護者及び児童に与える影響

―小学 6 年時追跡調査―

Effects of Bookstart on Guardians and Children:

A Follow-up Survey on Elementary School Sixth Graders. 
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【目　　的】

　1992年に英国バーミンガム市で始められたブックス

タート運動は、わが国においても広がりを見せ、2015

年10月31日現在、全国939市区町村で実施されている

（2015年10月31日現在　NPO ブックスタート調べ）。

　ブックスタートは本来「保護者と赤ちゃんが、絵本

を介してゆっくりと心ふれあうひとときを持つきっか

けをつくる」ことが目的である。その時間をもつこと

で赤ちゃんと保護者が喜びを感じ、それが幸せの記憶

として残っていくと考えられる。

　また、一方では昨今の育児に戸惑う保護者に対して、

ブックスタートで絵本の利用法などを具体的に説明し

た後に、実際に絵本を提供してその本を受け取り利用

してもらうことで、育児への不安を低減するという子

育て支援としても期待されている

　福岡県小郡市は、2003年 9 月の10 ヶ月健診時にブッ

クスタートを開始した。我々は同時にその後のブッ

クスタートの影響を検証するためにこれまで縦断的

に10 ヶ月、18 ヶ月、37 ヶ月、就学前のそれぞれの健

診時期には保護者を対象に、そして学童期前期の小

学 3 年時には児童と保護者を対象に調査し検討を進め

てきた。

　我々のこれまでの調査においてはブックスタートの

経験が、乳幼児の発達や保護者の子育て意識に、良い

影響を与えている様子が伺えた （原崎他　2012） 他。

また、学童期に入ると児童への影響はあまり見られな

くなってはいるが、保護者の行動と子育ての意識など

には影響が残っていた。

　今回は、さらに進んで2014年度、2015年度に学童期

後期、小学 6 年生に成長した児童とその保護者を対象

として、10年以上前に受けたブックスタートに関連し

た経験が児童及び保護者にどのような印象として残っ

ているのか、また現在の生活にどのような影響がある

のかについて検討することとした。

【方　　法】

調査対象：小郡市在住小学 6 年生児童及び保護者

　　　　　1,084組

調査期間：2014年 5 月～ 2015年 6 月

調査方法：質問紙調査

　　　　　2014年 5 月～ 6 月依頼・回収　517組

　　　　　2015年 5 月～ 6 月依頼・回収　567組

　児　童：各小学校にて実施回収

　保護者：家庭にて記入後児童が学校に持参回収

調査内容：　

 （児童用）

 ・読書への嗜好、本の読み聞かせの度合い

 ・まんが、テレビ、ゲームについて

 ・図書館の利用頻度、好きな教科目

 1 　福岡女学院看護大学

 2 　福岡女学院大学

 3 　活水女子大学
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 ・家庭での様子、知っている花、虫の名前数　他

 （保護者用）

 ・本の嗜好等について、子育てについて

 ・子どもの日常の様子について

 ・読み聞かせについて：意義、期間、頻度　等

 ・読み聞かせの効果について：育児、生活

 ・保護者の日常生活について

 ・最近の子どもの様子について　他

【結果と考察】

Ⅰ．グループ分けについて

　保護者1,084名の中で、ブックスタートを小郡市や

その他の自治体で受けたと回答した815名をブックス

タート「受けた」保護者として、受けていないと答え

た269名をブックスタート「受けていない」保護者と

して分析した。また、児童については保護者の解答を

もとに「受けた」群と「受けていない」群に分けた。

Ⅱ．保護者に関する結果と考察

　 1 . 保護者と本との関わり

　保護者の幼い頃の絵本体験や読書嗜好についてカイ

二乗検定を行ったところ表 1 、表 2 のように「絵本を

読んでもらったか」「読書が好きか」について有意差

は見られなかった。しかし、現在の「図書館利用頻度」

では表 3 に示すように有意差が見られブックスタート

を受けた群の利用状況が高いことが分かった（χ2＝

12.35, df＝3, p<.01）。このことは、現在の図書館利用

にブックスタート経験が影響を与えていることを示唆

していることが考えられる。

表 1 　幼いころに絵本を読んでもらったか（親）

表 2 　あなたは読書が好きですか（親）

表 3 　あなたは図書館を利用しますか（親）
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　 2 . 読み聞かせ経験について

　子どもに対する読み聞かせの経験についてカイ二乗

検定を行ったところ、表 4 に示すように「いつごろま

で読み聞かせをしたか」について有意差は見られず両

群とも小学校入学までが40％以上となっていた。し

かし、「読み聞かせ頻度」については表 5 に示すとお

り 1 ％水準で有意差がみられ、受けた群が週 3 － 4 回

39.0％など読み聞かせ頻度高の割合が高く、受けな

かった群は受けた群に比べて「ほとんどしなかった」

「覚えていない」の割合が高くなっていた。

　このことは、ブックスタートの指導を通して本を読

むことの有効性を感じ、実際に読み聞かせをした経験

がその記憶に残っているということではないだろう

か。

　また、表 6 に示すように「本を一緒に見る子育てで

大事だと思うことは何か」という問いに対して、受け

た群の25.8％が「子どもとの絆」を一番に挙げている

ことからもブックスタートの真の目的が浸透していた

と考えられる。

　 3 . 本を一緒に見る「子育て」について

　子育てで本を一緒にみるということについてどのよ

うな効果があるかについて両群のｔ検定を行ったと

ころ、表 7 に示すように「保護者が読書を楽しめる」

が 1 ％水準で、「保護者がゆったりとした気分になれ

る」では 5 ％水準で有意差が見られブックスタートを

受けた群が有意に高かった。また、受けた群は「子

どもの知性が育つ」「いつまでも思い出になる」でも

10％水準で高い傾向にあり、その他のいずれの項目に

おいても平均値が高く、「本を一緒にみる」という子

育ての有効性を感じていると言えよう。

　 4 ．読み聞かせの効果について

　過去及び現在、絵本の読み聞かせの効果をどのよ

うに考えるかについて両群のｔ検定を行ったところ

表 8 に示すように「絵本を子育てに役立てた」「保護

者が絵本に興味を持つようになった」「保護者が絵

本を好きになった」「子どもとの関係が良くなった」

において 1 ％水準で有意差がみられブックスタートを

受けた群の平均値が高く、その他の項目を含めて16問

表 4 　いつごろまで読み聞かせをしたか

表 5 　読み聞かせはどの程度くらいしたか

表 6 　本を一緒に見る子育てで一番大事だと思うこと
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表 7 　本を一緒に見る「子育て」について

表 8 　読み聞かせの効果をどう考えるか
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中11問においてブックスタートを受けた群が有意に高

かった。その中には保護者自身の絵本に対する興味の

高まりとともに、 平均値は低いものの「子育ての悩み

を「健康課」に相談するようになった」「図書館に子

どもを連れていくようになった」「保護者に友達がで

きた」「父親が育児に参加するようになった」など保

護者（回答者としての母親）と子どもの関係性向上の

みならず、影響は公共の施設や職員、父親など第三者

にまで波及して子育て支援に繋がっている様子も伺う

事ができた。

　 5 ．日常生活について

　現在の日常生活について両群によるｔ検定を行った

ところ表 9 に示すように「現在の子育て」について

は、「自分一人で子育てをしている圧迫感を感じる」

が 5 ％水準で有意差がありブックスタートを受けてい

ない群が高くなっていた。その他の項目においても有

意差はないものの、受けていない群の「子どもを育て

るために我慢している」など子育てに関する否定的な

項目の平均点がわずかに高くなっていた。また、本に

関わる日常の生活については表10に示すとおり「本の

紹介記事に気をつける」が 1 ％水準で、「保護者が図

書館で子どもの本を借りる」「図書館に子どもを連れ

て行く」「保護者が読書をする」が 5 ％水準でそれぞ

れ有意差が見られ、ブックスタートを受けた群が高

かった。

表 9 　現在の子育てとの関係
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Ⅲ．児童に関する結果と考察

　 1 ．本、マンガ、テレビ、ゲームに関して

　 「本を読んでもらった」「読んでもらうのが好きだっ

た」等本に関する思い出や「学校の図書館で本を借り

るか」「地域の図書館で本を借りるか」「本をもらうと

うれしいか」等の現在の行動、及び、マンガ、テレビ、

ゲームの余暇媒体に関わる程度と関わる理由について

はいずれも有意差は見られなかった（表11 ～表16）。

　 2 ．勉学に関して

　好きな教科を 3 つ選択するという多重解答について

は両群の差はほとんど見られない中で「体育」を選択

する割合が、受けた群が全体の61.3％、受けていない

群が全体の50.8％と、受けた群が10％程度多かった。

また、3 分間での「花」「虫」」の名前再生数に有意差

は見られなかった（表17 ～表18）。

Ⅳ．まとめ

　今回、保護者に関しては10年以上前に受けたブック

スタートと絵本や本の読み聞かせに関する記憶が残っ

ていることが示された。また、それらの記憶によると、

子どもと一緒に絵本や本を読むことを“子育て”に取

り入れることで、「保護者が読書を楽しむ」「保護者が

ゆったりした気分になれる」など肯定的な気持ちにな

ることができた様子を伺うことができた。また、ブッ

クスタートの説明を受けて絵本を受け取り読み聞かせ

るという一連の社会事業は、もらった絵本を子育てに

役立てることは勿論だが、そのことが引き金になって

表10　本に関わる日常の生活
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表11　幼児期に本を読んでもらったか

表12　幼児期に本を読んでもらうのが好きだったか

表13　自分で本を読むのが好きか

表14　マンガをみるか

表15　テレビをみるか

表16　ゲームをするか
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表17　好きな科目（ 3 科目選択）

表18　再生数

保護者が絵本に興味を持ち図書館を利用する、子育て

の悩みを公共の機関に相談する、友人ができる、また、

家庭内では父親も子育てに参加するなどの二次的な効

果をもたらしたということができるのではないだろう

か。

　しかしながら、児童に着目すると児童期後期の 6 年

生時点においては、保護者がブックスタートを受けた

かどうかにより、読み聞かせの記憶や嗜好、現在の生

活等に直接的な影響は見られなかった。また、今回、

表の提示はしていないが、児童に関して保護者に回答

を求めた、家族との会話、手伝い、勉強など「最近

の子どもの様子」 についても有意差は認められなかっ

た。児童期後期の徒党時代においては、保護者がブッ

クスタートを受けたか否かということの影響よりも、

仲間、友人の行動や考えが大きく影響していることが

考えられる。

　ブックスタートは「保護者と赤ちゃんが、絵本を介

してゆっくりと心ふれあうひとときを持つ」ことが

「親子の絆づくり」を支持し、その絆は乳幼児期の子

育てを支援するということだけではなく、その後の親

子関係においても影響があるのではないかという仮説

は今回の児童期後期の、児童においてはあまり顕著で

はなかった。しかし、保護者の意識には記憶や経験と

してかなり強く残っており、今後、さらに追跡しなが

ら保護者、児童への影響について調べていくこととす

る。
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